
予算審査特別委員会 総務企画分科会報告

総務企画分科会での審査の結果を御報告いたします。

議案第 ８号 平成 23 年度鳥取市一般会計予算のうち本分科会の所管に属する部分、

議案第 16 号 平成 23 年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計予算、

議案第 17 号 平成 23 年度鳥取市土地取得費特別会計予算、

議案第 21 号 平成 23 年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算、

以上４案について、本分科会での審査の過程において各分科会員から出されました意

見につきまして報告します。

まず、議案第８号 平成 23 年度鳥取市一般会計予算のうち本分科会の所管に属する

部分についてでございます。

１点目は、職員研修参加費についてであります。

職員研修については、例年行われている自治大学校や市町村職員中央研修等への派遣

研修や、その他の自主研修に加え 23 年度では臨時研修として自治大学校マスターコー

スを追加して実施されるなど職員の知識・能力の向上には努力されているところですが、

23 年度からは第 2 次定員適正化計画を実施されるということでもあり、今後職員の資

質向上は大変重要な課題であります。効果的な研修を計画的に実施され、さらなる人財

育成に努められることを求めます。

２点目は、清州市関連事業についてであります。

姉妹都市清州市との交流については、過去に国家間の問題により、中断された経緯が

あります。昨年交流は再開されたわけですが、今後の交流については、国家間の問題に

影響を受けることなく民間交流、都市間交流として継続していくということを、例えば

本年 4月に予定されている姉妹都市提携 20 周年記念式典のなかで確認するというよう

な取り組みを求めます。

３点目は、中山間地域の活性化についてであります。

中山間地域の活性化に関しては、昨年鳥取市中山間地域強化方針を策定し、各種施策

を実施されており、23 年度予算においても様々な事業が計画されております。

少子高齢化や農林水産業の衰退によって、コミュニティの維持が困難になりつつある

中山間地域を活性化するために、市民と行政が一体となって取り組んでいくことが求め

られております。中でも地域審議会の役割は非常に重要であります。

地域審議会において、より多くの地域の課題や地域振興についての議論が行われるよ



う努められることを求めます。

次に、議案第 16 号 平成 23 年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計予算につ

いてでございます。

貸付金元利収入の収入見込み額については、実績に基づいて積算されておりますが、

徴収努力を考慮して若干実績より高い徴収率を見込んでいるということでありました。

しかしながら、現実には毎年収入額は減っていく状況にあり、年度末には歳入の減額補

正をされております。

収入見込み額の積算については、過去の実績に基づき傾向を分析したうえで、より精

度の高い積算をされるよう求めます。

以上で、本分科会の報告を終わります。


